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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下側水平部と上側水平部と、これらの後部同士を連結する支柱部とからなる側面視で略コ
の字型の顕微鏡本体と、
透過光源と、
前記顕微鏡本体に着脱可能に構成された前記透過光源用の電源と、
前記透過光源からの照明光を前記顕微鏡本体に支持される標本に導き、前記標本を透過照
明する透過照明光学系と
を備えた顕微鏡であって、
前記下側水平部と、前記支柱部はＬ字形状をなしたフレームであり、
前記透過照明光学系及び前記透過光源は、前記顕微鏡本体の前記フレームに着脱可能に構
成されており、
前記透過照明光学系は、前記透過光源からの照明光を概略平行光にするコレクタレンズと
、
前記コレクタレンズからの光を制限する視野絞りと、
前記視野絞りからの透過照明光軸を偏向するミラーと、
前記ミラーからの視野絞り像を概略無限遠に投影する窓レンズと
を含んで構成され、
少なくとも前記透過光源と前記コレクタレンズはランプハウスを構成して前記下側水平部
の後部側に配置され、
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少なくとも前記視野絞りと前記ミラーと前記窓レンズは透過照明ユニットを構成して前記
下側水平部の前部側に配置され、
前記ランプハウスは前記下側水平部の後部側に、前記透過照明ユニットは前記下側水平部
の前部側に、それぞれ着脱可能に構成された
ことを特徴とする顕微鏡。
【請求項２】
前記透過照明光学系と前記透過光源の少なくとも一方は予め準備された複数の種類から選
択可能であり、前記下側水平部は、前記透過照明光学系を有する透過照明ユニット及び前
記透過光源を有するランプハウスを着脱交換可能に構成されたことを特徴とする請求項１
に記載の顕微鏡。
【請求項３】
前記透過光源は、ハロゲン光源及びＬＥＤ光源の２種類から選択可能であり、
前記ハロゲン光源と前記ＬＥＤ光源が共に互いの光源用の電源としても使用できる場合に
は、前記ハロゲン光源と前記ＬＥＤ光源とは、前記下側水平部の後部側の位置で、前記透
過光源用の電源に対して、互換性を有して着脱可能であることを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の顕微鏡。
【請求項４】
前記透過照明光学系は、色変換フィルタ又は減光フィルタの少なくとも一方を含む第１の
透過照明光学系と、色変換フィルタ及び減光フィルタを含まない第２の透過照明光学系の
２種類から選択可能であり、第１の透過照明光学系と第２の透過照明光学系とは、それぞ
れ第１の透過照明ユニットと第２の透過照明ユニットを構成して、前記下側水平部の前部
側の位置で、前記第１の透過照明ユニットと第２の透過照明ユニットが互換性を有して着
脱可能であることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一つに記載の顕微鏡。
【請求項５】
前記視野絞りと前記ミラーと前記窓レンズに加え、色変換フィルタと減光フィルタの少な
くとも一方も透過照明ユニットを構成して、前記下側水平部の前部側に着脱可能に構成さ
れたことを特徴とする請求項１に記載の顕微鏡。
【請求項６】
前記透過光源からの光を標本に導き、第１群レンズと開口絞りと第２群レンズとを含んで
なるコンデンサレンズをさらに備え、
前記第１群レンズは、前記下側水平部の前部側に着脱可能な前記透過照明ユニットを構成
する前記透過照明光学系に含まれることを特徴とする請求項１に記載の顕微鏡。
【請求項７】
前記透過光源として、ハロゲン光源を用いることを特徴とする請求項１または請求項２に
記載の顕微鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、標本を透過照明する透過照明光学系及び透過光源を備えた顕微鏡に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、透過照明光学系及び透過光源を備えた正立型の顕微鏡が知られている（例えば、
特許文献１参照）。こうした顕微鏡は、例えば図１１～図１５に示す５つの型式（従来例
１～５）に分類することができる。以下に、従来例１～５の顕微鏡について図面を参照し
ながら説明する。
【０００３】
（従来例１）
　図１１の概略側断面図に基づき、従来例１の構成及び作用を説明する。
　図１１に示すように、従来例１の顕微鏡は、側面視でコの字状の顕微鏡本体３０により
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構成され、顕微鏡本体３０は、側面視でＬ字型のフレーム１８と、アーム１７とからなる
。フレーム１８のベース部１８ａの後部（図１１の左方）には、透過光源としてのハロゲ
ン光源１が配置されてある。
【０００４】
　ハロゲン光源１から出射した照明光は、フレーム１８のベース部１８ａに内蔵されたコ
レクタレンズ３により概略平行光となり、視野絞り（以下「ＦＳ」という。）６、ミラー
７、窓レンズ８、コンデンサレンズ９を介して標本１０を照明する。より具体的には、コ
レクタレンズ３により概略平行光となった照明光は、窓レンズ８、コンデンサレンズ９の
第１群レンズ９ａにより開口絞り（以下「ＡＳ」という。）９ｂへ集光してコンデンサレ
ンズ９の第２群レンズ９ｃを介して標本１０全体をむらなく照明する。なお、開口絞り９
ｂは、その径を変更することで標本１０のコントラストを変えることができる。
【０００５】
　また、ＦＳ６から出射した照明光は、ミラー７を介して窓レンズ８により概略平行光と
なり、コンデンサレンズ９により標本面へ集光されるとともに、ＦＳ像が標本面へ投影さ
れる。なお、ＦＳ６は、その径を変更することで標本面上での照明範囲（照野）を変える
ことができる。
【０００６】
　コンデンサレンズ９は、図示しない丸アリ等の公知の手段によってコンデンサホルダ２
１に着脱可能に保持されており、コンデンサハンドル２２を回転させることで、ステージ
ホルダ２０に対してコンデンサホルダ２１を介してコンデンサレンズ９を上下させること
が可能になっている。標本１０は、ステージ１９を介してステージホルダ２０に載置され
ているので、コンデンサレンズ９を上下させることでＦＳ像を標本面に正確に投影できる
ようになっている。
【０００７】
　ここで、ハロゲン光源１の構成を簡単に説明しておく。ハロゲン光源１は、ランプハウ
ス２に保持されており、ランプハウス２は、本体３０のフレーム１８に対してピン２ａを
介して着脱可能に保持されている。なお、ハロゲン光源１の電源４は、フレーム１８に内
蔵されており、ピン２ａを介してハロゲン光源１と電気的に接続できるようになっている
。また、フレーム１８のベース部１８ａ内には、上述したコレクタレンズ３、ＦＳ６、ミ
ラー７、窓レンズ８も内蔵されている。
【０００８】
　次に、従来例１の観察系の基本的な構成を説明する。
　図１１に示すように、コンデンサレンズ９から出射した照明光は、標本１０を透過し、
対物レンズ１１で平行光となり、鏡筒１３内にある結像レンズ１４により、プリズム１５
や図示しない他のプリズムを介して標本像が結像され、接眼レンズ１６により目視で観察
できるようになっている。なお、本体３０のアーム１７に着脱可能に保持されたレボルバ
１２には、複数の対物レンズ１１が装着可能になっており、レボルバ１２を回転させるこ
とで所望の倍率の対物レンズ１１を光路に入れて観察ができるようになっている。
【０００９】
　次に、従来例１のフォーカス及びステージの基本的な構成を説明する。
　図１１に示すように、ステージ１９は、ステージホルダ２０に着脱可能に保持されてお
り、ステージホルダ２０は上下方向に動く可動ガイド２３にやはり着脱可能に保持されて
いる。フォーカスハンドル５を回転させると、図示しないギヤ、ラックピニオン等の公知
の手段により可動ガイド２３を上下に動かすことが可能になっており、これによりステー
ジ１９に載置された標本１０を対物レンズ１１に対して上下させてフォーカスが合わせら
れるようになっている。
【００１０】
　なお、フォーカスハンドル５で標本１０を上下させると、コンデンサレンズ９も標本１
０と一体的に上下する。一方、ＦＳ６から出射した照明光は、窓レンズ８により平行光と
なっている。したがって、標本１０の厚さが大きく変わらない場合には、コンデンサレン
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ズ９をコンデンサハンドル２２により改めて上下させてＦＳ６の像を標本面へ投影し直す
必要はない。
【００１１】
　さらに、ステージ１９は、図示しないステージハンドルを回転させることで、載置した
標本１０をＸ（図１１の紙面に垂直な方向）、Ｙ（図１の左右方向）にそれぞれ移動でき
るようになっており、所望の観察位置を探すことができる。
【００１２】
　以上のような構成において、検鏡者は、標本１０をステージ１９の上面に載置し、フォ
ーカスハンドル５を回転させて標本１０へのフォーカスを合わせ、図示しないステージハ
ンドルを回転させて標本１０の所望の観察位置を探すことで、接眼レンズ１６により目視
での観察が可能となる。
【００１３】
（従来例２）
　次に、図１２に基づき、従来例２の構成及び作用を説明する。
　従来例２の顕微鏡は、従来例１の顕微鏡に対して透過照明光路中にフィルタを配置した
点のみ異なるため、この点以外の上記従来例１で説明済みの構成に関する説明は省略する
。
【００１４】
　図１２に示すように、コレクタレンズ３とＦＳ６との間の透過照明光路に、２枚のフィ
ルタ２４が挿脱可能に配置される。フィルタ２４は主に、ハロゲンランプの色温度を上げ
て赤みがかった色から昼光色に変換する色温度変換フィルタや、明るさの調節をするため
の減光フィルタなどが用いられる。明るさの調節は、図示しないハロゲンランプの電圧に
よっても可能であるが、電圧を変化させると色が変化してしまうので、一般には色の変化
がない分光透過特性が均一な減光フィルタが用いられている。
【００１５】
（従来例３）
　次に、図１３に基づき、従来例３の構成及び作用を説明する。
　従来例３の顕微鏡は、従来例１の顕微鏡においてハロゲン光源をＬＥＤ光源に変更する
とともに、これに合わせて光源用の電源もＬＥＤ光源用に変更した点が異なっている。こ
のため、これら以外の上記従来例１で説明済みの構成に関する説明は省略する。
【００１６】
　ハロゲン光源の場合には、上記従来例２で説明したように、色温度変換フィルタや減光
フィルタが必要であったが、従来例３におけるＬＥＤ光源の場合には、あらかじめ昼光色
のＬＥＤを使用すれば色温度変換フィルタは不要であり、また電圧や電流を変化させても
色温度の変化は殆どないので、減光フィルタも不要となる。なお、上記従来例１では、ハ
ロゲン光源であるにもかかわらずフィルタを内蔵していないが、色味を気にしない場合に
は不要なので安価に提供できる。
【００１７】
（従来例４）
　次に、図１４に基づき、従来例４の構成及び作用を説明する。
　従来例４の顕微鏡は、従来例１の顕微鏡に対して標本面の位置を下げた点のみ異なって
いる。このため、この点以外の上記従来例１で説明済みの構成に関する説明は省略する。
【００１８】
　図１４に示すように、従来例４のステージホルダ２０は、従来例１のステージホルダ２
０よりも上下方向の厚さが薄くなっており、その分可動ガイド２３の下の方へステージホ
ルダ２０を装着することができる。こうすることで標本１０の位置が下がる。ステージ１
９自体の厚さは、従来例１におけるステージ１９の厚さと同じである。
【００１９】
　さらに、従来例４においては、ステージホルダ２０とともにコンデンサレンズ９も下に
下がるが、第１群レンズ９ａがフレーム１８のベース部１８ａに干渉することを回避する
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ため、第１群レンズ９ａのみをベース部１８ａに内蔵させている。これに伴い、窓レンズ
８、ＦＳ６も透過光源１側にずらした構成となっている。このような構成により、標本１
０の積載面を下げることが可能となり、アーム１７の下側に従来例１に比べて大きな空間
が形成されるので、標本１０の交換作業がし易くなっている。
【００２０】
（従来例５）
　次に、図１５に基づき、従来例５の構成及び作用を説明する。
　従来例５の顕微鏡は、従来例１の透過照明光学系をミラーによる折り返し光路からミラ
ーがないストレート光路に変更した点と、透過光源をハロゲン光源からＬＥＤ光源に変更
した点が異なっている。このため、これら以外の上記従来例１で説明済みの構成に関する
説明は省略する。
【００２１】
　図１５に示すように、従来例５の顕微鏡は、従来例１において透過光源をハロゲン光源
１からＬＥＤ光源２５に変更し、これに合わせて光源用の電源４もＬＥＤ光源用の電源２
６に変更した構成となっている。ＬＥＤ光源２５は、観察光軸の真下に配置されており、
ＬＥＤ光源２５から出射した照明光はコレクタレンズ３で概略平行光になり、ＦＳ６を介
して第１群レンズ９ａによりＡＳ９ｂへ集光されるとともにＬＥＤ光源２５の光源像を結
ぶ。なお、従来例５の顕微鏡においては、窓レンズ８を有しておらず、従来例１とは異な
っている。
【００２２】
　また、ＦＳ６から出射した照明光はコンデンサレンズ９を介して標本面に集光されると
ともに、ＦＳ像が標本面に投影される。ＦＳ６から出射して第１群レンズ９ａに入射する
までの間の照明光は、従来例１とは異なり平行光ではないので、標本１０へのフォーカス
をずらした場合にはＦＳ像は大きくデフォーカスしてしまう。このような従来例５の顕微
鏡では、照明性能は従来例１のようなミラー折り返しタイプよりも多少劣るが、ミラー７
や窓レンズ８が不要な分、安価である。また、ＬＥＤ光源２５は観察光軸の真下に配置さ
れるので、この光源の交換は比較的容易に行うことができる。
【００２３】
【特許文献１】特開２００７－１４８３６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２４】
　しかしながら、上記の従来例１～５の顕微鏡においては、以下のような問題がある。
　従来例１～５の顕微鏡では、透過照明光学系や透過光源の種類毎に顕微鏡本体の構造が
異なっている。このため、従来例１～５の各顕微鏡を製造する場合には、透過照明光学系
の種類や透過光源の種類に応じて製造すべき顕微鏡本体の種類が増えることになり、生産
管理や在庫管理が煩雑となって管理負担が増大し、ひいては製造コストの上昇を招くこと
となる。
【００２５】
　また、透過照明光学系又は透過光源だけを異なる種類に変更したい場合であっても、顕
微鏡ごと変更しなければならないので、導入費用が嵩み、容易にシステムアップすること
ができない。
【００２６】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、透過照明光学系及び透過光源を容易
に変更可能な顕微鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る顕微鏡は、下側水平部と上側水平部と、こ
れらの後部同士を連結する支柱部とからなる側面視で略コの字型の顕微鏡本体と、透過光
源と、前記顕微鏡本体に着脱可能に構成された前記透過光源用の電源と、前記透過光源か
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らの照明光を前記顕微鏡本体に支持される標本に導き、前記標本を透過照明する透過照明
光学系とを備えた顕微鏡であって、前記下側水平部と、前記支柱部はＬ字形状をなしたフ
レームであり、前記透過照明光学系及び前記透過光源は、前記顕微鏡本体の前記フレーム
に着脱可能に構成されており、前記透過照明光学系は、前記透過光源からの照明光を概略
平行光にするコレクタレンズと、前記コレクタレンズからの光を制限する視野絞りと、前
記視野絞りからの透過照明光軸を偏向するミラーと、前記ミラーからの視野絞り像を概略
無限遠に投影する窓レンズとを含んで構成され、少なくとも前記透過光源と前記コレクタ
レンズはランプハウスを構成して前記下側水平部の後部側に配置され、少なくとも前記視
野絞りと前記ミラーと前記窓レンズは透過照明ユニットを構成して前記下側水平部の前部
側に配置され、前記ランプハウスは前記下側水平部の後部側に、前記透過照明ユニットは
前記下側水平部の前部側に、それぞれ着脱可能に構成されたことを特徴とする。
【００２８】
　また、本発明に係る顕微鏡は、上述した発明において、前記透過照明光学系と前記透過
光源の少なくとも一方は予め準備された複数の種類から選択可能であり、前記下側水平部
は、前記透過照明光学系を有する透過照明ユニット及び前記透過光源を有するランプハウ
スを着脱交換可能に構成されたことを特徴とする。
【００２９】
　また、本発明に係る顕微鏡は、上述した発明において、前記透過光源は、ハロゲン光源
及びＬＥＤ光源の２種類から選択可能であり、前記ハロゲン光源と前記ＬＥＤ光源が共に
互いの光源用の電源としても使用できる場合には、前記ハロゲン光源と前記ＬＥＤ光源と
は、前記下側水平部の後部側の位置で、前記透過光源用の電源に対して、互換性を有して
着脱可能であることを特徴とする。
【００３０】
　また、本発明に係る顕微鏡は、上述した発明において、前記透過照明光学系は、色変換
フィルタ又は減光フィルタの少なくとも一方を含む第１の透過照明光学系と、色変換フィ
ルタ及び減光フィルタを含まない第２の透過照明光学系の２種類から選択可能であり、第
１の透過照明光学系と第２の透過照明光学系とは、それぞれ第１の透過照明ユニットと第
２の透過照明ユニットを構成して、前記下側水平部の前部側の位置で、前記第１の透過照
明ユニットと第２の透過照明ユニットが互換性を有して着脱可能であることを特徴とする
。
【００３２】
　また、本発明に係る顕微鏡は、上述した発明において、前記視野絞りと前記ミラーと前
記窓レンズに加え、色変換フィルタと減光フィルタの少なくとも一方も透過照明ユニット
を構成して、前記下側水平部の前部側に着脱可能に構成されたことを特徴とする。
【００３５】
　また、本発明に係る顕微鏡は、上述した発明において、前記透過光源からの光を標本に
導き、第１群レンズと開口絞りと第２群レンズとを含んでなるコンデンサレンズをさらに
備え、前記第１群レンズは、前記下側水平部の前部側に着脱可能な前記透過照明ユニット
を構成する前記透過照明光学系に含まれることを特徴とする。
【００３９】
　また、本発明に係る顕微鏡は、上述した発明において、前記透過光源として、ハロゲン
光源を用いることを特徴とする。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、下側水平部と上側水平部と、これらの後部同士を連結する支柱部とか
らなる側面視で略コの字型の顕微鏡本体と、透過光源と、前記顕微鏡本体に着脱可能に構
成された前記透過光源用の電源と、前記透過光源からの照明光を前記顕微鏡本体に支持さ
れる標本に導き、前記標本を透過照明する透過照明光学系とを備えた顕微鏡であって、前
記下側水平部と、前記支柱部はＬ字形状をなしたフレームであり、前記透過照明光学系及
び前記透過光源は、前記顕微鏡本体の前記フレームに着脱可能に構成されており、前記透
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過照明光学系は、前記透過光源からの照明光を概略平行光にするコレクタレンズと、前記
コレクタレンズからの光を制限する視野絞りと、前記視野絞りからの透過照明光軸を偏向
するミラーと、前記ミラーからの視野絞り像を概略無限遠に投影する窓レンズとを含んで
構成され、少なくとも前記透過光源と前記コレクタレンズはランプハウスを構成して前記
下側水平部の後部側に配置され、少なくとも前記視野絞りと前記ミラーと前記窓レンズは
透過照明ユニットを構成して前記下側水平部の前部側に配置され、前記ランプハウスは前
記下側水平部の後部側に、前記透過照明ユニットは前記下側水平部の前部側に、それぞれ
着脱可能に構成されたので、透過照明光学系及び透過光源を容易に変更することができる
。これにより、顕微鏡本体の種類数を少なくとも１種類にすることが可能となるので、生
産管理や在庫管理が容易になるとともに、製造コストを低減することができる。
【００４１】
　また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記透過照明光学系と前記透過光源の少なくとも
一方は予め準備された複数の種類から選択可能であり、前記下側水平部は、前記透過照明
光学系及び前記透過光源を着脱交換可能に構成されたので、予め準備された複数の種類の
透過照明光学系又は透過光源の中からユーザーが所望の種類を選択して顕微鏡本体に装着
することによって、１種類の顕微鏡本体に対して透過照明光学系及び透過光源を異なる種
類に変更することができる。
【００４２】
また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記透過光源は、ハロゲン光源及びＬＥＤ光源の２
種類から選択可能であり、前記ハロゲン光源と前記ＬＥＤ光源とは、前記下側水平部に対
して互換性を有して着脱可能であるので、用途に応じて光源の種類を選択することができ
る。
 
【００４３】
また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記透過照明光学系は、色変換フィルタ又は減光フ
ィルタの少なくとも一方を含む第１の透過照明光学系と、色変換フィルタ及び減光フィル
タを含まない第２の透過照明光学系の２種類から選択可能であり、第１の透過照明光学系
と第２の透過照明光学系とは、前記下側水平部に対して互換性を有して着脱可能であるの
で、用途に応じてフィルタの有無を選択することができる。
 
【００４４】
また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記透過照明光学系は、前記透過光源からの照明光
を概略平行光にするコレクタレンズと、前記コレクタレンズからの光を制限する視野絞り
と、前記視野絞りからの透過照明光軸を偏向するミラーと、前記ミラーからの視野絞り像
を概略無限遠に投影する窓レンズとを含んで構成され、少なくとも前記透過光源と前記コ
レクタレンズは前記下側水平部の後部側に、少なくとも前記視野絞りと前記ミラーと前記
窓レンズは前記下側水平部の前部側に、それぞれ一体的に着脱可能に構成されたので、用
途に応じて透過光源及び透過照明光学系の種類をそれぞれ選択することができる。
 
【００４５】
また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記視野絞りと前記ミラーと前記窓レンズに加え、
色変換フィルタと減光フィルタの少なくとも一方も前記下側水平部の前部側に一体的に着
脱可能に構成されたので、下側水平部の前部側に対して一体的に着脱可能な部分における
フィルタの有無を用途に応じて選択することができる。
 
【００４８】
　また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記透過光源からの光を標本に導き、第１群レン
ズと開口絞りと第２群レンズとを含んでなるコンデンサレンズをさらに備え、前記第１群
レンズは、前記下側水平部の前部側に一体的に着脱可能な前記透過照明光学系に含まれる
ので、コンデンサレンズの第１群レンズを含む透過照明光学系を用途に応じて選択するこ
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とができる。
【００４９】
　また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記下側水平部の前部側に一体的に着脱可能な前
記視野絞り、前記ミラー及び前記窓レンズに替えて少なくとも透過光源、コレクタレンズ
及び視野絞りが前記下側水平部の前部側に対して一体的に着脱可能に構成されたので、下
側水平部の前部側に一体的に着脱可能な透過照明光学系を用途に応じて選択することがで
きる。
【００５０】
　また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記下側水平部の前部側に対して一体的に着脱可
能な透過光源、コレクタレンズ及び視野絞りを含む部分は、前記下側水平部の前部側に装
着時に透過光源用の電源と電気的に接続されるので、下側水平部の前部側に一体的に着脱
可能な透過光源の種類を用途に応じて変更する場合であっても、透過光源用の電源を変更
する必要はない。このため、透過光源用の電源の交換に要するコストの低減を図ることが
できる。
【００５１】
　また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記下側水平部の後部側に対して一体的に着脱可
能な前記透過光源及び前記コレクタレンズを含む部分は、前記下側水平部の後部側に装着
時に透過光源用の電源と電気的に接続され、この電源は、前記下側水平部の前部側に対し
て一体的に着脱可能な透過光源、コレクタレンズ及び視野絞りが前記下側水平部の前部側
に装着時に電気的に接続される透過光源用の電源であるので、透過光源用の電源を下側水
平部の前部側に装着される透過光源と、後部側に装着される透過光源とで共用することが
できる。
【００５２】
　また、本発明の他の顕微鏡によれば、前記透過光源用の電源をさらに備え、この電源は
前記顕微鏡本体に着脱可能に構成されたので、透過光源の種類の変更に伴って透過光源用
の電源も容易に変更することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５３】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明に係る顕微鏡の好適な実施の形態（実施の形態
１～３）を詳細に説明する。
【００５４】
（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１を、図１、図２、図３、図４及び図５に基づいて説明する
。なお、上記従来例１～５の図１１～１５が本実施の形態１の図１～図５にそれぞれ対応
しており、従来例１～５で説明したのと同一の構成要素には同じ符号を付して説明するも
のとする。
【００５５】
　図１～図５に示すように、本実施の形態１の顕微鏡１０１～１０５は、側面視でコの字
状の顕微鏡本体３０によりそれぞれ構成される。顕微鏡本体３０は、側面視でＬ字型のフ
レーム１８と、上側水平部としてのアーム１７とから構成される。フレーム１８は、下側
水平部としてのベース部１８ａと支柱部１８ｂとからなり、支柱部１８ｂはベース部１８
ａとアーム１７との後部３２同士を連結している。
【００５６】
　顕微鏡本体３０は、図中破線で囲まれた透過照明光学系としての透過照明ユニット２７
をフレーム１８のベース部１８ａに内蔵している。この透過照明ユニット２７は、フレー
ム１８に対して検鏡者から見て後方に、つまりベース部１８ａの後部３２側に対して一体
的に着脱可能に保持されている。透過照明ユニット２７の着脱保持は、図示しない三面付
き当てとネジ固定による方法や、回転止めピン付きの嵌合と付き当てによる方法などの公
知の手段によって達成される。
【００５７】
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　ここで、透過照明ユニット２７は、図１に示す顕微鏡１０１では、コレクタレンズ３、
ＦＳ６、ミラー７、窓レンズ８、ハロゲン光源用電源４、ピン２ａを含んでいる。また、
図２に示す顕微鏡１０２の透過照明ユニット２７は、コレクタレンズ３、ＦＳ６、ミラー
７、窓レンズ８、ハロゲン光源用電源４、ピン２ａに加え、さらにフィルタ２４を含んで
いる。また、図３に示す顕微鏡１０３の透過照明ユニット２７は、コレクタレンズ３、Ｆ
Ｓ６、ミラー７、窓レンズ８、ＬＥＤ光源用電源２６、ピン２ａを含んでいる。また、図
４に示す顕微鏡１０４の透過照明ユニット２７は、コレクタレンズ３、ＦＳ６、窓レンズ
８、ミラー７、第１群レンズ９ａ、ハロゲン光源用電源４、ピン２ａを含んでいる。また
、図５に示す顕微鏡１０５の透過照明ユニット２７は、コレクタレンズ３、ＦＳ６、ＬＥ
Ｄ光源２５、ＬＥＤ光源用電源２６を含んでいる。
【００５８】
　図１～図５に示されるランプハウス２は、透過照明ユニット２７に対して着脱可能に保
持されており、ランプハウス２内に収容される光源とランプハウス２外部の電源との電気
的な接続及び切断が可能なようにされてある。そして、図１～図５に示される５種類の透
過照明ユニット２７は、それぞれ互いに交換可能となっており、ハロゲン光源又はＬＥＤ
光源を収容するランプハウス２も図１～図５の各組み合わせに応じて、透過照明ユニット
２７に対して互いに交換可能となっている。
【００５９】
　なお、図示していないが、ハロゲン光源用電源４とＬＥＤ光源用電源２６が共に互いの
光源用の電源としても使用できる場合には、ランプハウス２のみを交換することで、透過
光源をハロゲン光源１とＬＥＤ光源２５とに容易に変更することができる。
【００６０】
　また、図示していないが、ハロゲン光源用電源４とＬＥＤ光源用電源２６が共に互いの
光源用の電源としても使用できる場合や、同じ種類の光源用の電源としての使用を前提と
する場合などには、電源を透過照明ユニット２７に含めないようにし、フレーム１８内に
着脱不能に内蔵させるようにしてもよい。
【００６１】
　上記の透過照明ユニット２７としては、収容される構成部材の種類、組み合わせ及び配
置態様を変更した種々の透過照明ユニットを用いることができる。この場合、例えば、図
１～図５に示される透過照明ユニット２７内に収容されるミラー等の構成部材の一部を置
換した透過照明ユニットや、構成部材の配置を変更した透過照明ユニットを用いてもよい
。
【００６２】
　上記の実施の形態１において、図２に示される顕微鏡１０２の透過照明ユニット２７内
のフィルタ２４は、手動によって透過照明光学系の光路中に挿脱することができるが、手
動による挿脱方式だけでなく、例えばユーザーからのスイッチ操作によって、電動で光路
中に挿脱されるような構成としてもよい。
【００６３】
　以上の実施の形態１の顕微鏡１０１～１０５の構成及び作用によれば、１種類の顕微鏡
本体３０に対して各種の透過照明ユニット２７及びランプハウス２を着脱交換することで
、透過照明光学系及び透過光源を異なる種類に容易に変更することができる。このため、
ユーザーは、所望の透過照明光学系及び透過光源を選択することが容易となる。一方、顕
微鏡の製造において、顕微鏡本体の種類数を少なくとも１種類にすることが可能となるの
で、生産管理や在庫管理が容易になるとともに、製造コストの削減を図ることができる。
【００６４】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２を図６、図７及び図８に基づいて説明する。
　なお、従来例１（図１１）が本実施の形態２の図６に、従来例２（図１２）が本実施の
形態２の図７に、従来例４（図１４）が本実施の形態２の図８に対応している。そこで、
以下の説明においては、従来例１、２及び４で説明したのと同一の構成要素には同じ符号
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を付して説明するものとする。
【００６５】
　図６～図８に示すように、本実施の形態２の顕微鏡２０１～２０３は、透過照明光学系
としての透過照明ユニット２８をフレーム１８のベース部１８ａに内蔵している。この透
過照明ユニット２８は、フレーム１８に対して検鏡者から見て前方に、つまりベース部１
８ａの前部３１側に対して一体的に着脱可能に保持されている。透過照明ユニット２８の
着脱保持は、図６～図８に示すように、前部３１側から前後方向にスライドさせて着脱す
るスライドアリ２８ａによる方法によって達成されているが、図示しない三面付き当てと
ネジ固定による方法や、回転止めピン付きの嵌合と付き当てによる方法などの公知の手段
によっても達成することができる。
【００６６】
　ここで、透過照明ユニット２８は、図６に示す顕微鏡２０１では、ＦＳ６、ミラー７、
窓レンズ８を含んでいる。また、図７に示す顕微鏡２０２の透過照明ユニット２８は、Ｆ
Ｓ６、ミラー７、窓レンズ８に加え、さらにフィルタ２４を含んでいる。また、図８に示
す顕微鏡２０３の透過照明ユニット２８は、ＦＳ６、窓レンズ８、ミラー７、第１群レン
ズ９ａを含んでいる。
【００６７】
　図６～図８に示される３種類の透過照明ユニット２８は、それぞれ互いに交換可能とな
っている。なお、図８の顕微鏡２０３の場合には、従来例４（図１４）と同様に、コンデ
ンサレンズ９、ステージホルダ２０、コンデンサホルダ２１の構成も変更する必要がある
。
【００６８】
　以上の実施の形態２の顕微鏡２０１～２０３の構成及び作用によれば、上記の実施の形
態１と同様の効果に加え、透過光源と透過照明光学系とを１種類の顕微鏡本体３０に対し
て別々に着脱交換可能に構成することで、ＦＳ６の開閉用の操作部や、フィルタ２４の挿
脱用の操作部などの顕微鏡本体３０の表面に配置されるべき操作部が構成し易くなる。こ
の場合、仕立てによっては実施の形態１の顕微鏡１０１～１０５よりも安価に構成できる
可能性もある。
【００６９】
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３を、図９及び図１０に基づいて説明する。
　なお、従来例３（図１３）が本実施の形態３の図９に、従来例５（図１５）が本実施の
形態３の図１０に対応している。そこで、以下の説明においては、上記従来例３及び５で
説明したのと同一の構成要素には同じ符号を付して説明するものとする。また、透過照明
ユニットについては上記実施の形態２と同様であるので、実施の形態２で説明済みの構成
については説明を省略する。
【００７０】
　図９、図１０に示すように、本実施の形態３の顕微鏡３０１、３０２は、透過照明光学
系としての透過照明ユニット２８を、フレーム１８のベース部１８ａの前部３１側に内蔵
している。ＬＥＤ光源用電源２６は、フレーム１８に着脱不能に内蔵されており、ランプ
ハウス２側へ電気的に接続するピン２ａと、透過照明ユニット２８側へ電気的に接続する
ピン２８ｂへ共に接続されている。このため、図１０に示すように、光源を備える透過照
明ユニット２８をベース部１８ａにスライドアリ２８ａを介して挿入すると、ユニット２
８に内蔵されたＬＥＤ光源２５がピン２８ｂを介してＬＥＤ光源用電源２６に電気的に接
続されるようになっている。
【００７１】
　以上の実施の形態３の顕微鏡３０１、３０２の構成及び作用によれば、上記の実施の形
態１及び実施の形態２と同様の効果に加え、ＬＥＤ光源２５をベース部１８ａの後部３２
側に配置する場合であっても、ベース部１８ａの前部３１側の観察光軸の真下に配置する
場合であっても、フレーム１８に内蔵された光源用の電源２６を利用することができる。
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このように透過照明光学系を変更しても光源用の電源は交換する必要がないので経済的で
ある。
【００７２】
　なお、上記の実施の形態３においては、ＬＥＤ光源２５を用いる場合について説明した
が、ＬＥＤ光源２５の代わりにハロゲン光源１を用いてもよく、いずれにしても本実施の
形態３と同一の作用及び効果を奏することができる。
【００７３】
　以上、本発明の実施の形態１～３について説明した。上記の実施の形態１～３において
は、いずれも透過照明を用いる顕微鏡について言及しているが、本発明の顕微鏡は、透過
照明を用いない場合、例えば落射照明だけを使用して透過照明を用いない場合にも使用可
能である。この場合、例えば、本発明の顕微鏡本体から透過照明ユニットやランプハウス
を取り外した状態で使用すればよい。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の実施の形態１の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図２】本発明の実施の形態１の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図３】本発明の実施の形態１の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図４】本発明の実施の形態１の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図５】本発明の実施の形態１の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図６】本発明の実施の形態２の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図７】本発明の実施の形態２の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図８】本発明の実施の形態２の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図９】本発明の実施の形態３の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図１０】本発明の実施の形態３の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図１１】従来例１の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図１２】従来例２の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図１３】従来例３の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図１４】従来例４の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【図１５】従来例５の顕微鏡の一例を示す概略側断面図である。
【符号の説明】
【００７５】
　１　ハロゲン光源（透過光源）
　２　ランプハウス
　２ａ　ピン
　３　コレクタレンズ
　４　ハロゲン光源用の電源
　５　フォーカスハンドル
　６　視野絞り（ＦＳ）
　７　ミラー
　８　窓レンズ
　９　コンデンサレンズ
　９ａ　第１群レンズ
　９ｂ　開口絞り（ＡＳ）
　９ｃ　第２群レンズ
　１０　標本
　１１　対物レンズ
　１２　レボルバ
　１３　鏡筒
　１４　結像レンズ
　１５　プリズム
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　１６　接眼レンズ
　１７　アーム（上側水平部）
　１８　フレーム
　１８ａ　ベース部（下側水平部）
　１８ｂ　支柱部
　１９　ステージ
　２０　ステージホルダ
　２１　コンデンサホルダ
　２２　コンデンサハンドル
　２３　可動ガイド
　２４　フィルタ
　２５　ＬＥＤ光源（透過光源）
　２６　ＬＥＤ光源用の電源
　２７，２８　透過照明ユニット（透過照明光学系）
　２８ａ　スライドアリ
　２８ｂ　ピン
　３０　顕微鏡本体
　３１　前部
　３２　後部
　１０１，１０２，１０３，１０４，１０５　実施の形態１の顕微鏡
　２０１，２０２，２０３　実施の形態２の顕微鏡
　３０１，３０２　実施の形態３の顕微鏡

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(14) JP 5355965 B2 2013.11.27

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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